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超高速LCによるチウラムの標準試料の測定
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ＤＥＴＥＣＴＯＲ

 

DAD 272 nm

ＰＲＥＳＳＵＲＥ

 

39.9 MPa

環境分析関係､環境水､
農学､環境､チウラム､ゴルフ場農薬､
DAD, Environment, Thiuram, LaChromUltra

 

C18-AQ, L-2000, Partition・Adsorption
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L-2160U (Pump), L-2200U (Autosampler),
L-2300 (Column Oven), L-2455U (Diode Array Detector)

チウラム(thiuram)は､ジチオカーバメート系の殺菌剤やゴム製造での加硫促進剤として使用されています｡｢ゴルフ場で使用

される農薬による水質汚濁の防止に係る暫定指導指針｣
(1､2)

 

では､指針値は

 

0.06 mg/L に設定されており､前処理におい

て固相抽出により100倍濃縮されます｡また､｢水質汚濁に係る環境基準｣
(3)

 

の基準値は

 

0.006 mg/L に設定されており､前処

理において溶媒抽出で200倍あるいは固相抽出で500倍濃縮されます｡

今回超高速液体クロマトグラムでDADを用いて測定しましたのでご紹介いたします。
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【チウラムの等高線図】
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スペクトル

ＮＯＴＥ * 標準原液はアセトニトリルで溶解､標準溶液は移動相で溶解｡
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